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座標空間において、𝑂 (−
1

2
, 0, 0) , 𝐴 (

1

2
, 0, 0) , 𝐵 (0, −

1

2
, 𝑧) , 𝐶 (0,

1

2
, 𝑧) 

とする。𝑧 > 0 である。𝑂𝐵 = 𝑂𝐶 = 𝐴𝐵 = 𝐴𝐶 = 1 であるから 
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したがって、 𝐵 (0, −
1

2
,
√2

2
) , 𝐶 (0,

1

2
,
√2

2
)と定まった。 

 

𝑃(𝑝, 0, 0)とおき、𝐵𝐶上の点を𝑄 (0, 𝑞,
√2

2
)とおく。対称性より、0 ≦ 𝑝 ≦

1

2
, 0 ≦ 𝑝 ≦

1

2
で考える。 

𝑃𝑄2 = 𝑝2 + 𝑞2 +
1

2
であり、𝑃𝑄2は𝑝 = 𝑞 = 0 のとき最小値

1

2
、𝑝 = 𝑞 =

1

2
のとき最大値 1 をとる。 

 

求める条件は、𝑟が𝑃𝑄の最小値より小さいか、𝑃𝑄の最大値より大きいか、いずれかであるから 

 ∴ 𝑟 <
√2

2
, 1 < 𝑟 ⋯ ⋯ (答) 

 

 

※1 < 𝑟は見落としがちかもしれない。 
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